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量子力学における軌道角運動量演算子の定義
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古典物理学：「回転する勢い」として角運動量

昇降演算子



軌道角運動量演算子の正準交換関係
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軌道角運動量のｘ、ｙ、ｚ成分はお互いに同時固有状態を持たないこと

軌道角運動量の二乗とｘ、ｙ、ｚ成分のどれかひとつは

お互いに同時固有状態を持つこと

通常は軌道角運動量の二乗とｚ成分の同時固有状態を考える

(量子化軸としてｚ軸に選ぶこと）

軌道角運動量演算子の数学的性質は、正準交換関係により一義的に決まる。



軌道角運動量演算子の極座標表現
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波動関数の方向依存性としての(軌道）角運動量

直交直線座標と極座標の関係
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軌道角運動量演算子の極座標表現



軌道角運動量演算子の固有値と固有関数(固有状態）
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軌道角運動量の量子化

方向量子化
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軌道角運動量演算子の行列表現
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